
新火葬場建設に係る

地元住民説明会

令和５年１０月



これまでの動き１

令和４年１２月　　 ３町でそれぞれ１か所の候補地を選定

令和５年１月　     選定委員会において石井町提案候補地が最適候補地として決定

令和５年２月　     地権者、周辺関係者及び全町民を対象とした説明会

令和５年７・８月　 地権者、周辺関係者及び全町民を対象とした先進地
　　　　　　　　　 （つるぎ町・香川県三豊市）への火葬場施設見学会

令和４年４月　　 　石井町・神山町・板野町の３町で広域火葬場整備の覚書を締結



火葬場施設見学会を開催しました２

開催日 参加者数 見学先

７月２０日（木） ２４名 【午前】徳島県つるぎ町
・美馬西部共立火葬場「せせらぎの風」
【午後】香川県三豊市
・三豊市北部火葬場「七宝苑」　　（７月２０日・８月１７日）
・三豊市南部火葬場「やすらぎ苑」（７月２６日・８月２３日）

７月２６日（水） ２４名

８月１７日（木） ２７名

８月２３日（水） ２８名

施設の説明を受ける参加者（せせらぎの風） 火葬炉の説明を受ける参加者（やすらぎ苑）



アンケート結果３
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アンケート結果４

問３　見学会の説明 問４　火葬場における重要項目
単位：人 単位：人
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アンケート結果５

問５　火葬場が受け入れられにくい理由
単位：人
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アンケート結果６

問６　火葬場に対するイメージ
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アンケート結果７

問７　課題及び問題点への対応

単位：人 単位：人
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アンケート結果８

・煙や臭気もなく外観も火葬場と分からないおしゃれな作りで良かった。

・実際に見ることで理解が深まった。

・火葬場のイメージが変わった。必要な施設なので早急に建設に向けて考えてほしい。

・実際に見学することで安心した。不安な点が解消でき参加して良かった。

・火葬場は必ず必要となる施設なので、住民の皆さま等の理解を十分に得て、早急に建設し

てほしい。

・昔のイメージとは全く違うことにビックリした。環境技術の発達はすごい。見学に参加し

てなかったら分からない事で、目で見て理解ができて良かった。

肯定的なご意見

否定的なご意見

・石井町の予定地と周辺の環境が違うので賛成できない。

・今回の見学会により施設については分かったが、心理的嫌悪感や、先の見えない受け入れ

に伴う負担については何も変わらなかった。



火葬場の主な設備９

想定炉数

　火葬炉３基＋動物炉１基

主な部屋

　エントランス、告別・収骨室、待合室、

　炉スペース等作業スペース、

　葬儀会場（家族葬・一般葬）、

　その他

火葬場想定面積【概算】　

　建築面積　約３，０００㎡

石井町・神山町・板野町広域火葬場整備基本計画より



配置図10

緩衝緑地の設置

進入は土手東側より三郎広場を

超えて左折して入る

施設前の道幅は１０ｍを確保する

駐車台数：約８０台　

（炉１基に付き２０台とする）

進入方向

道幅１０ｍ

緩衝緑地



断面図11

【１階】浸かっても比較的被害の少ない、ロビー・葬儀会場・待合室等（高さ：６ｍ以上）

【２階・３階】浸かってはいけない、火葬炉・機械等の設備（高さ：１２～１３ｍくらい）

斎　場

駐車場等

斎　場

駐 車 場 等
吉野川▽

敷
地

境
界

線

▽
敷

地
境

界
線



合意形成後のスケジュール12

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

都市計画決定

事業認可

生活環境影響調査

事業者選定

設計・建設

供用開始

スケジュール概略（案）

※なお、ＰＰＰ／ＰＦＩ導入可能性調査は、内閣府の国費を活用し、現在調査中であり、
令和５年１２月に完了予定です。



現在考えている負担軽減策、地域振興策13

火葬処理の高度化、環境負荷の低減化

再燃焼炉／フィルター／制御機器

性能を発揮した運転、

性能を維持するメンテナンス

緩衝緑地の整備

環境影響調査の実施とモニタリングの継続



現在考えている負担軽減策、地域振興策14

所在地の地名変更

周辺整備と周辺整備基金（仮称）の設置

　【施設名】美馬西部共立火葬場「せせらぎの風」

　　「せせらぎの風」は貞光川と吉野川のせせらぎの音を聞きながら、風になって

　　旅立つというイメージから命名された

【住所】徳島県美馬郡つるぎ町貞光字せせらぎ１番地

（例）道路、排水、水道の整備　など

　　　　　　　　　　　　　　地元の皆さま方からのご意見・ご要望をお待ちしております



最後に15

火葬場は、誰もが一度は利用する施設、

なくてはならない重要な施設

皆さま方のご理解とご協力を

よろしくお願いいたします

ご清聴ありがとうございました

徳島県つるぎ町   

美馬西部共立火葬場「せせらぎの風」

行政の責務として、皆さま方の

ご意見・ご要望をいただきながら

建設に向け手続き等を進めます


